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三
重
大
病
院
の
医
療
機
器
導
入
を
め
ぐ
り
、
自
ら
が
代
表
な

ど
を
務
め
る
団
体
あ
て
に
賄
賂
を
贈
ら
せ
た
と
し
て
、
同
病
院

臨
床
麻
酔
部
元
教
授
の
亀
井
政
孝
容
疑
者
全
巴
11大
阪
市
天
王

寺
区
11
が
逮
捕
さ
れ
た
。
医
師
不
足
に
あ
え
ぐ
三
重
大
病
院
臨

床
麻
酔
部
の
強
化
を
期
待
さ
れ
、
招
か
れ
た
医
師
。
「
腕
利

き
」
「
面
倒
見
が
良
い
」
と
の
評
判
も
あ
り
、
麻
酔
の
専
門
医

を
集
め
る
の
に
成
功
。
麻
酔
科
医
育
成
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
く
こ

と
な
ど
を
目
的
に
設
立
し
た
一
般
社
団
法
人
は
、
企
業
か
ら
資

金
を
集
め
る
受
け
皿
に
も
な
っ
た
。

1
1
0面
参
照

麻
酔
部
再
建
で
手
腕

（第3種郵便物認可）
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二亀井政咋疑者
実
績
を
買
わ
れ
、
准
教
授
と

し
て
三
重
大
病
院
に
赴
任
し
た

二
0
一
六
年
四
月
、
専
門
医
は

二
人
の
み
。
古
巣
の
後
輩
ら
を

招
い
て
十
人
を
超
す
規
模
に
拡

大
し
て
茎
幹
病
院
の
役
割
を
果

た
そ
う
と
し
た
。
中
に
は
逮
捕

さ
れ
た
元
講
師
の
松
成
泰
典
容

疑
者
（
四
も
も
含
ま
れ
る
。

「
若
い
医
師
を
集
め
る
た
め

国
内
留
学
を
設
け
る
な
ど
、
良

質
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意

し
た
。
さ
ら
に
、
良
い
先
醗

い
る
と
い
う
評
判
を
つ
く

，
 

二
重
大
R

教
授
資
金
集
め
に
疑
問
も

、
、
い
る
の
で
：
．
」
。
中
田
の
家
族

は
言
葉
少
な
だ
。

肇
察
庁
に
よ
る
と
、
ニ
セ
電

話
詐
欺
は
被
害
者
の
八
割
を
七

十
代
以
上
が
占
め
る
。
東
海
地

方
に
住
む
八
十
代
の
保
田
昭
代

（
仮
名
）
も
、
そ
う
。
「
家
の

中
の
ど
こ
に
ひ
も
を
掛
け
れ
ば

死
ね
る
か
。
そ
れ
ば
か
り
考
え

疇

て
い
ま
し
た
」
。
も
う
六
年
半

前
の
事
件
だ
が
、
保
田
に
と
っ

て
、
ま
だ
終
わ
っ
た
話
で
は
な

斤乗

借
り
も
し
た
。
九
回
に
分
け
て

計
二
千
四
百
万
円
を
郵
送
し

た。
待
ち
わ
び
た
「
当
せ
ん
金
」

の
「
振
込
曰
」
。
保
田
の
口
座

に
は
一
円
た
り
と
も
振
り
込
ま

れ
ず
、
や
っ
と
気
付
く
。
体
の

震
え
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
。

「
欲
が
深
す
ぎ
る
」
。
保
田

の
日
記
に
は
、
事
件
が
発
覚
し

た
直
後
、
長
男
に
責
め
ら
れ
た

際
の
言
葉
が
あ
る
。
当
時
も
今

も
反
論
す
る
つ
も
り
は
な
い
。

だ
が
、
そ
の
欲
深
さ
は
自
分
の

た
め
で
は
な
か
っ
た
。
「
当
せ

ん
金
」
は
、
工
場
を
継
い
で
く

れ
た
長
男
夫
妻
に
渡
し
、
機
械

の
老
朽
化
で
先
行
き
が
不
安
な

工
場
の
建
て
直
し
に
充
て
て
も

ら
う
つ
も
り
だ
っ
た
。
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い
っ
た
。
専
門
医
が
増
え
、
来

年
度
も
四
人
入
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
」
。
容
疑
者
を
知
る
医

療
関
係
者
は
そ
う
評
価
す
る
。

教
授
就
任
後
の
二

0
一
九
年

五
月
、
一
般
社
団
法
人
「
B
A

M
エ
ン
カ
レ
ッ
ジ
メ
ン
ト
」
を

津
市
に
設
立
。
理
事
に
は
、
麻

酔
科
医
療
で
有
名
な
全
国
の
医

師
が
名
を
連
ね
、
松
成
容
疑
者

や
、
別
事
件
で
津
地
検
に
起
訴

さ
れ
た
部
下
の
元
准
教
授
境
倫

ひ
ろ宏

被
告
合
3
も
メ
ン
バ
ー
に
。

今
回
、
問
題
に
な
っ
た
の

は
、
こ
の
法
人
へ
の
企
業
か
ら

の
入
金
。
関
係
者
に
よ
る
と
、

一
九
年
に
は
贈
賄
容
疑
と
な
っ

た
日
本
光
電
工
業
か
ら
の
二
百

ニセ胃
った仮
思いを

家
業
の
お
金
に
手
を
付
け
た

こ
と
も
あ
り
、
長
男
夫
妻
と
の

関
係
は
悪
化
す
る
。
目
と
鼻
の

先
に
あ
る
互
い
の
家
を
行
き
来

す
る
こ
と
は
目
に
見
え
て
減
っ

た
。
恒
例
だ
っ
た
長
男
夫
妻
や

孫
た
ち
と
の
旅
行
も
途
絶
え
た

ま
ま
だ
。
他
の
親
族
や
き
ょ
う

加

200
ご

か
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汚
職
事
件
の
構
図

と
答
え
た
。

昨
年
に
三
重
大
病
院
臨
床
麻

酔
部
の
カ
ル
テ
改
ざ
ん
事
件
が
も
上
が
っ
て
い
た
。

明
ら
か
に
な
っ
て
か
ら
、
病
院
同
大
関
係
者
は
、
熟
う
人
も

内
の
調
査
で
、
亀
井
容
疑
者
が
多
い
亀
井
容
疑
者
の
人
物
像
を

特
定
メ
ー
カ
ー
の
製
品
を
使
う
こ
う
語
る
。
「
カ
リ
ス
マ
性
が

よ
う
部
下
に
指
示
し
て
い
た
こ
あ
る
。
魔
法
が
か
か
っ
た
よ
う

と
が
判
明
し
、
院
内
外
か
ら
企
に
言
う
こ
と
を
聞
く
人
が
周
り

業
と
の
癒
着
を
問
題

g》
る
声
に
い
た
」

¢
居
し
を
ご

v>裔
じ
そ

「
な
ぜ
、
詐
欺
と
気
付
か
な

か
っ
た
の
か
」
と
い
っ
た
家
族

の
非
難
や
周
囲
の
嘲
笑
が
、
と

き
に
被
害
者
ら
を
追
い
詰
め

る
。
保
田
の
相
談
に
も
応
じ
て

き
た
N
P
O
法
人
「
自
殺
防
止

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
風
」
（
千
葉
県

成
田
市
）
の
篠
原
鋭
一
理
事
長

は
、
そ
う
指
摘
す
る
。
自
責
の

念
に
さ
い
な
ま
れ
る
人
た
ち
に

は
、
恨
気
よ
く
説
く
し
か
な
い

危機的状況悪化を懸念三重大関係者ら
「
多
大
な
迷
惑
と
心
配
」

贈
賄
側
の
日
本
光
電
工
業

社
員
三
人
が
贈
賄
容
疑
で
逮

捕
さ
れ
た
日
本
光
電
工
業
（
東

京
）
は
、
一
九
五
一
年
設
立
で

東
証
一
部
上
場
。

「
多
大
な
迷
惑
と
心
配
を
お

か
け
し
心
よ
り
お
わ
び
申
し
上

げ
る
。
捜
査
が
行
わ
れ
て
い
る

の
で
詳
細
の
公
表
は
控
え
る
」

な
ど
と
す
る
コ
メ
ン
ト
を
出
し

こ。
ャ‘ ·m•喝＇ ＇「廿喝 '9 琵芦•
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三
重
大
病
院
の
医
師
が
、
実

際
に
は
使
っ
て
い
な
い
薬
剤
を

患
者
に
投
与
し
た
か
の
よ
う
に

カ
ル
テ
を
改
ざ
ん
し
た
事
件
で

津
地
検
は
六
日
、
公
電
磁
的
記

録
不
正
作
出
・
同
供
用
の
罪
で

起
訴
し
て
い
た
こ
の
医
師
を
、

詐
欺
の
疑
い
で
再
逮
捕
し
た
。

再
逮
捕
さ
れ
た
の
は
、
三
重

大
病
院
臨
床
麻
酔
部
の
元
准
教

授
で
医
師
の
境
倫
宏
容
疑
者

（四八）
11
十
月
に
懲
戒
解
雇
。
地

検
は
認
否
を
明
ら
か
に
し
て
い

な
い
。
境
容
疑
者
は
、
別
の
事

件
で
第
三
者
供
賄
の
疑
い
で
愛

知
県
警
な
ど
に
六
日
に
逮
捕
さ

三
重
大
臨
床
麻
酔
部
元
教
授
の
亀
井
政
孝
容
疑
者

宝
巴
ら
が
逮
捕
さ
れ
た
と
の
報
道
に
、
同
大
関
係
者

は
厳
し
い
表
情
を
見
せ
た
。

同
大
で
は
昨
年
士
1

月
に
元
教
授
の
部
下
だ
っ
た

元
准
教
授
が
カ
ル
テ
改
ざ
ん
を
繰
り
返
し
た
と
し
て

逮
捕
さ
れ
た
ば
か
り
。
「
地
域
の
医
療
を
背
負
う
は

ず
の
大
学
病
院
で
事
件
が
相
次
い
だ
こ
と
は
、
大
学

全
体
と
し
て
責
任
を
感
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。
同

大
幹
部
は
心
境
を
吐
露
し
、
「
信
頼
回
復
の
た
め
に
早

急
な
体
制
の
立
て
直
し
が
求
め
ら
れ
る
」
と
話
し
た
。

三
重
県
は
一
連
の
事
件
以
前
か
ら
、
麻
酔
科
医
の

充
足
率
が
全
国
最
低
ク
ラ
ス
だ
っ
た
。
カ
ル
テ
改
ざ

ん
が
発
覚
し
て
以
降
、
同
部
で
は
専
門
医
の
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
停
止
や
医
師
の
退
職
が
相
次
い
だ
。
同

大
病
院
と
つ
な
が
り
の
深
い
県
内
の
開
業
医
は
「
元

教
授
の
逮
捕
で
、
危
機
的
状
況
が
加
速
す
る
と
し
た

ら
影
響
は
甚
大
」
と
訴
え
た
。

三
重
大
は
亀
井
容
疑
者
と
松
成
泰
典
容
疑
者
（
四
も

が
既
に
退
職
を
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
捜
査
が
続

い
て
い
る
と
し
て
会
見
は
開
か
な
か
っ
た
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
「
在
職
中
の
行
為
で
逮
捕
さ
れ
誠
に
遺

憾
。
捜
査
に
全
面
的
に
協
力
し
、
全
学
を
挙
げ
て
再

発
防
止
に
取
り
組
む
ァ
）
の
コ
メ
ン
ト
を
掲
載
し
た
。
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中日新聞社会部

カ
ル
テ
改
ざ
ん
事
件

元
准
教
授
を
再
逮
捕

津
地
検
‘
詐
欺
容
疑
で

れ
た
元
教
授
の
亀
井
政
孝
容
疑

者
全
巴
の
部
下
だ
っ
た
。
亀
井

容
疑
者
が
代
表
の
一
般
社
団
法

人
の
監
事
も
し
て
い
る
。

再
逮
捕
容
疑
で
は
、
二

0
-

九
年
八
月
上
旬
ー
ニ

0
年
四
月

下
旬
、
約
五
十
人
の
患
者
に
対

し
、
血
圧
の
調
整
に
用
い
る
薬

剤
「
ラ
ン
ジ
オ
ロ
ー
ル
塩
酸
塩
」

を
使
っ
た
と
す
る
う
そ
の
電
子

カ
ル
テ
を
作
成
し
、
三
重
県
国

民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
な
ど

二
つ
の
審
査
支
払
機
関
か
ら
、

診
療
報
酬
計
七
十
万
円
を
病
院

に
支
払
わ
せ
た
と
さ
れ
る
。
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編
集
日
誌

〇
…
説
明
嫌
い
一
号
。
緊

急
事
態
宣
言
発
令
を
報
告

す
る
議
院
運
営
委
員
会
に

菅
首
相
は
出
席
し
な
い
そ

う
で
す

(
2面
）
。
自
分

の
言
葉
で
し
ゃ
べ
れ
ば
、

国
民
の
支
持
が
得
ら
れ
る

か
も
し
れ
な
い
の
に
。
も

っ
た
い
な
い
な
あ
。

0
:
 
．．
 
説
明
鎌
い
二
号
。
桜

を
見
る
会
前
日
の
夕
食
会

を
巡
っ
て
、
安
倍
前
首
相

側
は
明
細
書
や
領
収
書
の

提
示
を
拒
み
ま
し
た

(
2

面
）
。
あ
ま
り
期
待
は
し

て
な
か
っ
た
か
ら
、
や
っ

ば
り
と
し
か
思
わ
な
い
け

ど。0
…
こ
こ
ま
で
読
ん
で
嫌

な
気
分
に
な
っ
た
人
に
は

17面
の
り
ゅ
う
ち
ぇ
る
さ

ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
お

薦
め
し
ま
す
。
彼
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
、
い
ろ
い
ろ
な
7ー

こ
と
を
考
え
さ
せ
て
く
れ
t.2

 

る
は
ず
で
す
。
（
び
）
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